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現在、外国人受け入れ拡大に向けた法律改正に伴い、日本語教育および日本語教師が注

目され、日本語教師への研修の在り方が議論されるようになった。しかし、日本語教育機

関は学校教育のように教育内容、研修内容が定まっているわけではなく、その責任は各日

本語教育機関に委ねられている。そして、日本語教師への支援も各機関、様々である（島

田 2019）。日本語教育機関の日本語学校における教師支援として、研修、勉強会、授業見

学、教案チェック、学習者アンケートのフィードバックなどがあり、主に専任講師から非

常勤講師へ向けて行われている。これらの目的の大本としては、学習者の日本語力向上で

あるとともに、「教師の成長」をも目指しているが、これら教師支援は実際に機能している

のか疑問を感じる。 

教師支援に対しては、問題点が報告されている。校内研修（今津 1996）、学習者アンケ

ート（西口・梶田 1998）には課題があるといい、中田（2011）、牧野（2013）、藤岡（1998）

は、授業見学や研究会に関して、教師間の意見交換が表面的であったり、上下関係を生み

出したりすることをあげている。そして、教師支援者の役割の重要性については、木原

（1998a）、横溝（2006）、金田（2006）より指摘があり、教師支援者への教育も必要とのこ

とである。 

本研究では、日本語教育機関で行われている教師支援について、まず、教師支援の現状

を把握するため、アンケート調査を行う。次に、教師支援者へのインタビューにより事例

を提示し分析、考察した上で、教師の成長を支援する場を提案することを目的とする。よ

って、以下のリサーチ・クエスチョンを設定する。 

RQ1．日本語教育機関で行われている教師支援は、支援を受ける側にどのように受け止

められているのか。また、支援をする側は支援をどのように捉えているか。 

RQ2．教師支援の問題点は何か。 

RQ3．日本語教師はどのように「成長」していくのか。 

 アンケートは、日本語教育機関での教師支援について、その内容及び「役にたった」か

どうかを問うた。インタビューは、アンケート協力者の中から教師支援の経験がある者 5

名を選択し、アンケート内容に沿って半構造化インタビューを行った。インタビューの内

容は、調査協力者ごとに分析を行うとともに、調査協力者間を比較分析するため、佐藤（2008）

の「事例-コード・マトリックス」を援用した。 

アンケート調査の結果、教師支援は「役に立った」だけでなく、「役に立たなかった」

という回答も見られた。そして、「役に立たなかった」理由としては、「支援内容」、「支援

者」、「支援ツール」に対する否定的なコメントが見られた。次に行ったインタビュー調査

では、日本語教育機関では、教師支援の体制は様々であり、新人に対する支援や学習者が

少ない中上級レベルの支援は整っていない等、教師支援をする以前に機関の体制に課題が

見られた。また、専任講師が、物理的・心理的距離の遠さから、教師支援者として機能し

ていない可能性も明らかとなった。教師支援者は、支援を受ける側との意識の違い、伝わ

らなさといった問題意識を抱えながら支援を行っており、支援者同士のコミュニケーショ

ン、また支援者を支援する体制が必要であることが示唆された。日本語教師が学び続ける

言動力さらに、何が成長かについても一様には言えず、同じような経験をしてもそれを成

長と捉えるかどうかは画一的ではなかった。日本語教育機関は多くの非常勤講師で成り立

っている。このことに対して、課題もあるが柔軟な働き方ができるという利点もある。そ
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の利点も活かす方向で、専任講師、非常勤講師ともに同僚性を感じる職場を設計すること

が各機関に求められるのではないか。そのためには、①専任講師は教師支援者の役割を持

つこと、②日本語教師は自らの実践だけでなく、成長に関する振り返りの機会を持つこと、

③教師支援者への支援に取り組むこと、が必要であると考える。 
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